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(1) 高アナモルフィック電子光学系において，陰極像を楕円と仮定し回転対称系の Langmuir 上限値を楕円断面系
に拡張して陰極像面での電流密度の理論上限値を明らかにしている。
(2) 三重四極子電子レンズを組み合わせ，かっ関口収差補正および色収差低減を施すことにより，暫定目標ある 100




(4) 高アスペクト比の La ß 単結晶を用いた熱陰極電子銃と組み合わせた三重四極子レンズ系の設計および試作を行
い，電子ビーム特性が理論計算とほぼ一致することを確認し，本研究の理論計算の妥当性を明らかにしている。
以上のように，本論文は，低加速電圧で動作する静電型の高縮小高アナモルフィックな電子光学鏡筒の設計・作製に
関して多くの新しい知見を含んでおり，電子工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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